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 １月18日 （土） 10時31分

令和７年１月31日現在 ※（ ）は前月比

4,349 （-３）

（-８）

（-12）

（-20）

4,822
4,556
9,378

　１月 18 日、すいせん
ウォークが開催されまし
た。参加者は６㌔と 12
㌔のコースで長島の花や
東シナ海の水平線を楽し
みながら、心地よく歩き
ました。
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３ ｜  広報ながしま  2025年２月号

　
新
春
恒
例
の
長
島
町
消
防
出
初
式

が
１
月
12
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、消
防
団
員
や
椿
妃
隊（
女

性
消
防
隊
）
な
ど
約
３
０
０
人
が
出

席
し
、
永
年
勤
続
団
員
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
た
ほ
か
、
防
火
・
防
災
ポ
ス

タ
ー
と
作
文
の
入
賞
者
へ
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
口
孝
治
消
防
団
長
は
「
町
消
防

団
運
営
に
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る

町
民
や
団
員
の
家
族
に
心
か
ら
感
謝

す
る
。
全
国
で
多
発
す
る
災
害
を
考

慮
し
、
町
消
防
団
は
、
地
域
の
安
全

を
守
る
要
と
し
て
、
消
火
活
動
だ
け

で
な
く
、
団
員
一
人
ひ
と
り
が
災
害

を
知
り
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
を
重

視
し
、
よ
り
一
層
防
火
防
災
の
充
実

を
図
り
た
い
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し

た
。

地
域
安
全
の
向
上
を
〜
令
和
７
年
長
島
町
消
防
出
初
式
〜

村
田　
裕
紀

竹
山　
裕
二

竹
山　
直
樹

山
口　
　
剛

久
保　
慎
也

波
戸
憲
一
郎

須
嵜　
隆
文

冷
水　
裕
介

【
優
良
団
員
（
10
年
）】

杉
山　
優
人　
　
　

城
戸　
翔
平　
　
　

冷
水　
広
昭

小
川　
翔
伍

【
優
良
団
員
（
７
年
）】

山
﨑　
昌
樹

内
田　
　
隼

長
島
町
長
消
防
功
労

者
特
別
表
彰

【
永
年
勤
続
婦
人
感
謝
状
】

田
渕　
真
悠

竹
山　
　
都

岩
下　
裕
子

山
口　
　
綾

片
下
さ
と
み

田
中　
秋
奈

梅
川　
　
恵

鹿
児
島
県
知
事
表
彰

【
10
年
勤
続
】

白
濱
健
太
郎

　
武　
一
洋　

池
林　
善
久

鹿
児
島
県
消
防
協
会

総
裁
表
彰

【
精
績
章
】

杉
本　
弘
一

【
永
年
勤
続
（
15
年
）】

田
渕　
法
祐　
　
　

田
中　
　
天　
　
　

大
堂　
貴
昭　
　
　

梶
原　
大
賢　
　
　

竹
山　
　
司　
　
　

梅
川　
昭
太　
　
　

片
下　
賢
吾　
　
　

倉
田　
雅
也　
　
　

竹
田　
　
晃　
　
　

濵
﨑　
康
寿　
　
　

飯
尾　
裕
樹

岩
下　
卓
也

二
階
堂
博
樹

二
階
堂
美
紀

波
戸　
奈
々

大
堂　
仁
美

竹
田
奈
津
子

村
田　
亜
紀

須
嵜　
恵
子

梶
原　
愛
香

飯
尾　
　
綾

竹
山
美
早
紀

冷
水
め
ぐ
み

防
火
・
防
災
に
関
す
る
作
品

最
優
秀
賞

【
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

脇
田　

歩
周（
蔵
之
元
小
２
年
）

西
田　
真
菜（
鷹
巣
小
６
年
）

澤
田　
晨
羽（
平
尾
中
１
年
）

【
防
災
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

山
下
日
々
煌（
平
尾
小
５
年
）

【
防
災
作
文
の
部
】

溝
口　
銀
河（
鷹
巣
中
２
年
）

訓示を述べる町口団長訓示を述べる町口団長

表彰を受ける団員表彰を受ける団員

　
武　
一
洋　



広報ながしま  2025年２月号  ｜　４  ５ ｜  広報ながしま  2025年２月号

　

１
月
４
日
、
令
和
７
年
「
二
十

歳
の
集
い
」
が
町
文
化
ホ
ー
ル
で

１
１
０
人
を
対
象
に
開
催
さ
れ
、
晴

れ
着
姿
の
93
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
川
添
健
町
長
が
「
笑
顔

と
ス
ピ
ー
ド
で
対
応
で
き
る
社
会
人

に
な
る
こ
と
を
心
に
刻
み
、
世
界
に

羽
ば
た
く
人
材
と
な
る
よ
う
願
っ
て

い
る
。
町
に
は
、
皆
さ
ん
の
若
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
な
ど

が
必
要
。
で
き
れ
ば
帰
っ
て
き
て
、

ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
式

辞
を
延
べ
、
多
く
の
人
か
ら
祝
福
と

激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
十
歳
を
代
表
し
て
運
営
委
員
長

の
小
川
純じ

ゅ
ん
せ
い
聖
さ
ん
（
川
内
）
が
「
闘

病
生
活
の
経
験
で
、
普
通
に
生
き
る

こ
と
の
幸
せ
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
。
笑
顔
で
二
十
歳

の
集
い
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
成
長
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ

た
家
族
や
先
生
、
地
域
の
皆
さ
ん
、

共
に
歩
ん
だ
仲
間
の
お
か
げ
。
感
謝

の
気
持
ち
と
長
島
町
で
生
ま
れ
育
っ

た
誇
り
、
成
人
と
し
て
の
決
意
を
心

に
刻
み
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
全
力
で

歩
ん
で
い
く
」
と
力
強
く
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
お
祝
い
行
事
で

は
、
和
太
鼓
の
演
奏
や
各
中
学
校
の

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
が
上
映
さ
れ
希

望
に
あ
ふ
れ
た
二
十
歳
の
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。

笑
顔
が
そ
ろ
う
二
十
歳
の
門
出 

　
　
　
　
　
　

  

～
令
和
７
年
二
十
歳
の
集
い
～

誓いの言葉を述べる小川さん誓いの言葉を述べる小川さん長島中、平尾中の卒業生長島中、平尾中の卒業生

鷹巣中、川床中、獅子島中の卒業生鷹巣中、川床中、獅子島中の卒業生 獅子舞に噛まれて縁起を担ぐ獅子舞に噛まれて縁起を担ぐ
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白
熱
す
る
郷
土
か
る
た

　
　
〜
第
15
回
長
島
郷
土
か
る
た
取
り
大
会
〜

　
「
第
15
回
長
島
郷
土
か
る
た
取
り

大
会
」
が
１
月
11
日
、
町
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小

中
学
校
か
ら
児
童
・
生
徒
１
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
に

か
る
た
を
通
じ
て
長
島
の
歴
史
や
文

化
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
戦
と
団
体
戦
が
行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
、
郷
土
色
豊
か
な
46
枚

の
絵
札
を
真
剣
な
表
情
で
凝
視
し
、

上
の
句
が
読
み
始
め
ら
れ
る
と
、
お

手
付
き
に
気
を
付
け
な
が
ら
素
早
く

反
応
し
て
い
ま
し
た
。

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
軽
や
か
に
歩
く

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
第
23
回
長
島
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
〜

第
23
回
長
島
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク

が
１
月
18
日
に
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
１
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
町
文
化
ホ
ー
ル
を
発
着
点
と
し
た
、

小
浜
崎
古
墳
群
を
周
回
す
る
６
㌔
の

古
墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
と
長
崎
鼻
灯
台

を
折
り
返
す
12
㌔
の
す
い
せ
ん
め
ぐ

り
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
候
が
心
配
さ
れ
た
当
日
で
し
た

が
、
見
事
な
快
晴
の
中
、
午
前
10
時

に
す
い
せ
ん
め
ぐ
り
コ
ー
ス
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
思

い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
み
を
進
め
、

東
シ
ナ
海
の
水
平
線
や
段
々
畑
の
眺

望
な
ど
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ソ
テ
ツ
会

（
中
屋
修
会
長
）
や
新
風
塾
（
下
塩

見
浩
塾
長
）
が
参
加
し
、
蒸
か
し
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の

も
て
な
し
で
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。　

　
ゴ
ー
ル
後
は
、
農
産
物
や
水
産
加

工
品
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
で
会
場

は
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
古
墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
に
参
加
し
た

枦
博
志
さ
ん
（
出
水
市
）
は
「
毎
年

参
加
し
て
い
て
今
年
も
心
地
よ
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
た
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

　
個
人
・
団
体
の
部
で
優
勝
し
た
白

濵
心こ
こ
な菜
さ
ん
は
「
最
初
は
手
が
震
え

る
ほ
ど
緊
張
し
た
。
慣
れ
て
く
る
と

楽
し
く
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
行
事

は
、
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し

い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
個
人
の
部
】

（
小
学
校
１・２・３
年
生
の
部
）

優
勝　
中
橋　
美
雅（
獅
子
島
小
３
年
）

２
位　
小
田
萌
乃
華（
獅
子
島
小
３
年
）

３
位　
　
渡　
陸
空（
鷹
巣
小
３
年
）

（
小
学
校
４・５・６
年
生
の
部
）

優
勝　
古
田　
桃
杏（
川
床
小
６
年
）

２
位　
北
村　
治
大（
鷹
巣
小
６
年
）

３
位　
馬
場　
朝
日（
伊
唐
小
５
年
）

（
中
学
校
１・２
年
の
部
）

優
勝　
白
濵　
心
菜（
獅
子
島
中
２
年
）

２
位　
白
濵　
紅
愛（
獅
子
島
中
２
年
）

３
位　
上
野　
麗
梛（
川
床
中
２
年
）

【
団
体
の
部
】

（
小
学
生
の
部
）　

優
勝　
鷹
巣
小
学
校
A

２
位　
伊
唐
ド
リ
ー
ム
ズ

３
位　
獅
子
島
小
学
校
A

（
中
学
生
の
部
）

優
勝　
獅
子
島
中
学
校

２
位　
ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
鷹
中
ｄ
ｉ
ｓ
ｍ

３
位　
た
か
の
す
ク
ロ
ー
バ
ー
Z

古墳めぐりコース古墳めぐりコース すいせんめぐりコースすいせんめぐりコース

元気にスタート元気にスタート

ジャガイモとお茶でほっとひと息ジャガイモとお茶でほっとひと息

３
位　
　
渡　
陸
空（
鷹
巣
小
３
年
）
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　町では、令和７年度市町村交通災害共催の加入申し込みを受け　町では、令和７年度市町村交通災害共催の加入申し込みを受け
付けています。付けています。
　これは皆さんが掛け金を出し合い、交通事故による死亡、けが　これは皆さんが掛け金を出し合い、交通事故による死亡、けが
の際に災害見舞金が支給される制度です。の際に災害見舞金が支給される制度です。
　年齢に関係なく、どなたでも加入できますので、ぜひ加入ください。年齢に関係なく、どなたでも加入できますので、ぜひ加入ください。

備
え
て

も
し
も
の
時
に

交通災害共済
みんなの助け合い

〇　加入条件
　令和７年４月１日現在で長島町に住民票があるかた
※学生や出稼ぎなどで、一時的に転出しているかたも加入できます。

〇　加入申し込み
　加入申込書と掛け金を役場総務課または指江支所総合管理課へ直接持参してください。

〇　掛け金
　加入者１人に付き500 円（年額）※途中加入者も同額

〇　申し込み期限　３月25日（火）

〇　共済期間　令和７年４月１日～令和８年３月31日
※途中加入者は、申込書を受理した日の翌日から令和８年３月31日まで

〇　災害見舞金給付対象者
　国内で自動車や自転車、バイク、電車、船舶などの交通事故に遭い、身体に傷害を受け、医療機関で治療
を受けたかた

問い合わせ先
役場総務課危機管理係　　
　☎ （88）１１１１ ［直通］



　
　
　

　マス目にあるひらがなの中からことば（くだもの）を
10 個さがしてください。
※たて・よこのつながりから言葉をみつけてください。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

支
え
合
い
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
　
　
～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、

高
齢
者
の
日
常
生
活
の
支
援
や
介

護
・
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
地
域

に
関
わ
る
み
ん
な
で
連
携
・
協
働
し

て
提
供
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
の
こ

と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、行
政
だ
け
で
な
く
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
自
治
会
、
民
生

委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
老
人
ク
ラ

ブ
、
地
域
住
民
が
協
力
し
、
地
域
全

体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

ひ す め ろ ん え ば さ

さ ち う ら り ば な く

も ば み ぶ ん も な ら

も る な ゆ ご あ く ん

ぶ ど う な ぶ じ が ぼ

ま ん す い か さ い か

ぱ い な っ ぷ る ち い

み か ん よ ね ば ご と

【答え】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）、生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
て
、介
護
だ
け
で
な
く
医

療
や
福
祉
、健
康
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
の
受
け
付
け
や
情

報
提
供
を
行
い
、地
域
に
暮
ら
す
人
た
ち
を
さ
ま
ざ
ま
な
側

面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
主
な
役
割
と
し
て
い
ま
す
。

【
令
和
６
年
度
の
活
動
報
告
】

〇
総
合
相
談
・
支
援

※
高
齢
者
の
健
康
や
生
活
全
般
、

介
護
に
関
す
る
悩
み
な
ど
幅
広

く
受
け
付
け
て
い
ま
す

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
認
知

症
、高
齢
者
虐
待
な
ど
の
相
談

対
応

〇
出
前
講
座

・
町
民
、民
生
委
員
向
け
の
人
生

会
議
、マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
を

書
こ
う
会
の
出
前
講
座

・
小
中
学
校
向
け
の
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

〇
介
護
予
防
教
室

・
脳
ト
レ
や
理
学
療
法
士
・
栄
養

士
に
よ
る
講
話
な
ど

①さくらんぼ　②ばなな　③いちご　④めろん　⑤りんご　
⑥もも　⑦ぶどう　⑧すいか　⑨ぱいなっぷる　⑩みかん

介護予防教室の様子介護予防教室の様子認知症サポーター養成講座の様子認知症サポーター養成講座の様子

広報ながしま  2025年２月号  ｜ ８ 
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お
れ
鉄
沿
線
つ
な
が
る
マ
ル
シ
ェ

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
で
は
、

「
救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い

が
、歩
行
や
移
動
さ
せ
る
の
が
困

難
な
た
め
、車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
を
使
っ
て
病
院
や
施
設

な
ど
に
移
動
し
た
い
」と
い
っ
た

と
き
に
、安
心
・
安
全
な
患
者
搬

送
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
、一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
民

間
事
業
者
を
患
者
等
搬
送
事
業

者
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

（
利
用
は
有
料
）

　

患
者
等
搬
送
用
自
動
車
に

は
、応
急
手
当
や
搬
送
法
に
つ

い
て
の
講
習
を
修
了
し
た
乗
務

員
が
乗
車
し
て
お
り
、応
急
手

当
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機

材
を
積
載
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
方
法
な
ど
の
詳
細
な
内
容

の
料
金
に
つ
い
て
は
、直
接
、事

業
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
事
業
者
名

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
に
こ
は
な
阿

久
根
営
業
所

〇
所
在
地

　

阿
久
根
市
赤
瀬
川
２
５
２
０

番
地
５

　
県
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
沿
線
３
駅

（
水
俣
・
出
水
・
阿
久
根
）で「
お
れ

鉄
沿
線
つ
な
が
る
マ
ル
シ
ェ
～
食
も

お
酒
も
お
笑
い
も
ほ
お
バ
ル
！
～
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
駅
ご
と
に
こ
だ
わ
り
の
お
酒
と
グ

ル
メ
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、よ
し
も
と
の
人

気
芸
人
に
よ
る
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
を

行
い
ま
す
。

　
お
れ
ん
じ
鉄
道
に
乗
っ
て
沿
線
の

魅
力
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。　

【
会
場
コ
ン
テ
ン
ツ
】

①
沿
線
地
酒
ブ
ー
ス

　
各
駅
に
酒
造
・
酒
屋
が
出
店

②
沿
線
グ
ル
メ
ブ
ー
ス

　
各
駅
に
グ
ル
メ
店
舗
が
勢
ぞ
ろ
い

③
お
れ
ん
じ
鉄
道
体
験
コ
ー
ナ

【
出
水
駅
】　
銚
子
電
鉄
せ
ん
べ
い
焼

き
体
験
コ
ー
ナ
ー

【
水
俣
駅
】お
れ
ん
じ
鉄
道
グ
ッ
ズ
販

売
＆
鉄
道
体
験
コ
ー
ナ
ー

④
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ブ
ー
ス

　
各
駅
に
子
ど
も
と
楽
し
め
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ブ
ー
ス

民
間
事
業
者
に
よ
る
患
者
搬
送
サ
ー
ビ
ス

問い合わせ先
福祉タクシーにこはな阿久根営業所

☎ 0996（68）6637

問
い
合
わ
せ
先

・
役
場
水
産
景
観
課

　
☎（
86
）１
１
３
７［
直
通
］

・
よ
し
も
と
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
＆
エ
リ
ア
ア
ク
シ
ョ
ン

　
☎
０
３（
３
２
９
０
）８
０
５
４

詳
細
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
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サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
リ
ス
ク
を
軽
減

栽
培
禁
止
の
ケ
シ

　
園
芸
用
の
ケ
シ
の
仲
間
、ポ

ピ
ー
な
ど
は
、美
し
い
花
を
咲

か
せ
る
も
の
が
多
く
、ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
の
植
物
と
し
て
人
気
が

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、ケ
シ
の
仲
間
に
は
、

法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
も
の
（
不
正
ケ
シ
）が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
は
、外
観
の
特
徴

か
ら
園
芸
用
の
ケ
シ
と
区
別
で

き
ま
す
。植
え
て
は
い
け
な
い

ケ
シ
の
特
徴
を
知
り
、こ
れ
に

似
た
植
物
を
見
か
け
た
と
き
は

そ
の
ま
ま
抜
か
ず
に
出
水
保
健

所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
不
正
ケ
シ
の
特
徴

・
花
び
ら
４
枚
は
、薄
紫
色

（
先
端
は
白
に
近
い
）

・
開
花
期
の
草
丈
は
50
～
１

０
０
㌢

・
葉
や
茎
の
表
面
に
は
ほ
と

ん
ど
毛
が
無
く
、つ
ぼ
み
の

が
く
片
や
下
の
茎
に
多
少
見

ら
れ
る

・
葉
は
互
い
違
い
に
茎
に
つ

き
、葉
の
付
け
根
で
茎
を
巻

き
込
む
よ
う
な
形
で
つ
い
て

い
る

・
つ
ぼ
み
は
、下
を
向
い
て
い

て
開
花
時
に
上
を
向
き
、花
が

散
っ
て
も
上
を
向
い
た
ま
ま

・
繁
殖
力
が
強
く
、果
実
（
ケ

シ
坊
主
）に
は
微
細
な
種
子

が
詰
ま
っ
て
い
る

問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
保
健
所
衛
生
係　
　

　
☎
０
９
９
６（
62
）１
６
３
６

自生していた不正ケシ自生していた不正ケシ

つぼみつぼみ

果実果実

葉葉

花花

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
も
と
ぐ
さ
れ
び
ょ
う

腐
病
の
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
基
腐
病
や
つ
る
割わ

れ
病
な
ど
が
発
生

し
た
ほ
場
の
種
イ
モ
は
、病
原
菌
を

保
菌
し
て
い
る
の
で
種
イ
モ
に
は
使

え
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
防
除
対
策
】

①
病
原
菌
の
伝
染
源
と
な
る
残ざ
ん
さ

は
、ほ
場
か
ら
持
ち
出
す

　
除
去
が
困
難
な
場
合
は
、耕
し

て
残
さ
の
分
解
を
促
進
す
る

②
病
害
の
ひ
ど
か
っ
た
畑
は
１
年

休
ま
せ
る

③
ほ
場
の
排
水
対
策
を
確
実
に
行

う（
枕ま
く
ら
う
ね畝を

撤
去
す
る
）

④
異
常
症
状
の
出
た
ほ
場
か
ら
は

種
イ
モ
を
採
取
し
な
い

⑤
購
入
苗
、ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
を

挿
苗
す
る
場
合
も
苗
消
毒
を
行
う

【
つ
る
割
病
＋
細
菌
性
腐
敗
】

　
塊
根
の
腐
敗
は
ド
ロ
ド
ロ
に
軟
化

す
る

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

【
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
】

　
塊
根
の
腐
敗
は
、な
り
口
側
が
多

く
、ド
ロ
ド
ロ
に
軟
化
し
な
い

【
リ
ス
ク
の
軽
減
方
法
】

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
を
ほ
場
に
持

ち
込
ま
な
い
た
め
に
は
、健
全
苗
を

確
保
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

苗
床
に
基
腐
病
が
発
生
し
た
場

合
、症
状
の
あ
る
株
は
種
イ
モ
ご
と

速
や
か
に
ハ
ウ
ス
外
へ
持
ち
出
し
、

適
切
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　
採
苗
す
る
際
は
、株
の
地
際
か
ら

５
㌢
以
上
切
り
上
げ
て
採
取
し
、ベ

ン
レ
ー
ト
水
和
剤
な
ど
を
用
い
て
苗

全
体
を
30
分
間
浸
漬
し
て
苗
消
毒
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
消
毒
液
は
、使

用
日
ご
と
に
新
た
に
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、採
苗
時
の
ハ
サ
ミ
は
こ
ま

め
に
火
炎
滅
菌
ま
た
は
丁
寧
な
水
洗

と
ふ
き
取
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

発病した成果物の例発病した成果物の例

発病したほ場の例発病したほ場の例発病したほ場の例発病したほ場の例

発病した成果物の例発病した成果物の例
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１
月《
睦
月
》

４
日（
土
）

６
日（
月
）

８
日（
水
）

11
日（
土
）

12
日（
日
）

14
日（
火
）

16
日（
木
）

20
日（
月
）

21
日（
火
）

23
日（
木
）

27
日（
月
）

31
日（
金
） 令

和
７
年
二
十
歳
の
集
い
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

辞
令
交
付
・
仕
事
は
じ
め
式
（
役
場
）

県
庁
等
年
始
あ
い
さ
つ
回
り・赤
潮
対
策
県
知
事
要
望
（
鹿
児
島
市
）

長
島
の
子
表
彰
式
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

消
防
出
初
式
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

～
15
日
（
水
）

Ｎ
Ｔ
Ｂ
３
へ
の
ホ
テ
ル
建
設
に
係
る
要
請
（
東
京
都
）

女
性
の
声
を
聴
く
１
０
１
の
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

令
和
６
年
度
地
方
自
治
振
興
促
進
懇
談
会
お
よ
び
町
村
長
研
修
会（
鹿
児
島
市
）

～
22
日
（
水
）

中
央
陳
情
（
東
京
都
）

県
議
団
と
の
三
県
架
橋
協
議
（
町
内
）

令
和
７
年
第
１
回
臨
時
議
会
（
役
場
）

離
島
緊
急
医
療
現
況
報
告
会
お
よ
び
意
見
交
換
会（
鹿
児
島
市
）

さ
つ
・
長
・
湧
水

　
　
　
連
絡
会
議

　
さ
つ
ま
町
、長
島
町
、湧
水
町
で
は
、平
成
26
年
度
に「
さ
つ
・
長
・
湧
水
連
絡

会
議
」を
発
足
し
、幅
広
い
分
野
の
共
通
課
題
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
情
報
連
携
の
一
環
と
し
て
両
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

ささ        
つ
ま
町
【
鶴
田
ダ
ム
】

　
治
水
と
発
電
を
目
的
に
昭
和
41
年
に

完
成
し
た
鶴
田
ダ
ム
は
、
高
さ
１
１
７・
５
㍍
で

重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
と
し
て
は
九
州
最

大
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。
河
川
空
間
の
オ
ー
プ

ン
化
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
環
で
、

令
和
５
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
秋
の
「
大
鶴

湖
ま
つ
り
」
で
は
、
堤
体
内
見
学
や
ダ
ム
の
放

流
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

隣
接
す
る
川
内
川
大
鶴
ゆ
う
ゆ
う
館
で
は
、

鶴
田
ダ
ム
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
人
気
メ
ニ
ュ
ー

「
ダ
ム
カ
レ
ー
」
や
「
ダ
ム
チ
ャ
ー
ハ
ン
」
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

湧湧
水
町
【
雲
海
】

　
魚
野
フ
ラ
イ
ト
エ
リ
ア
で
は
、
条
件

次
第
で
盆
地
な
ら
で
は
の
雲
海
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
時
期
は
、11
月
中
旬
か
ら
３
月
中
旬
で
、時
間
は
、

日
の
出
前
か
ら
午
前
８
時
ご
ろ
ま
で
。
前
日
に
雨

が
降
り
、
無
風
か
つ
晴
天
で
放
射
冷
却
に
よ
り
地

表
が
冷
や
さ
れ
て
い
る
日
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
年
間
を
通
し
て
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
離
陸
場

所
と
し
て
も
利
用
で
き
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

同
伴
で
、
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
美
し
い
霧
島
連

山
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
要
予
約
）

問い合わせ先
さつま町役場さつまPR課

☎ 0996（24）8950

問い合わせ先
湧水町役場商工観光PR課

☎ 0995（74）3111
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春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日（
土
）か
ら
７
日（
金
）ま
で
春
季

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
で
、火
災
の
発
生

を
防
止
し
、高
齢
者
を
中
心
と
す
る
死
者
の

発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、風
の
強
い
日
が
多
く
な

り
ま
す
の
で
、火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、火
災
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
令
和
６
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
】

　
「
守
り
た
い
未
来
が
あ
る
か
ら
火
の
用
心
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　
☎（
86
）０
１
１
９

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所

　
☎（
88
）５
３
３
３

長
島
町
小
学
校
陸
上
記
録
会

　
10
月
17
日
の
第
19
回
長
島
町
小
学
校
陸
上

記
録
会
の
う
ち
５
年
男
子
の
８
０
０
㍍
走

で
計
測
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
11
月
12
日
再

競
技
し
ま
し
た
の
で
そ
の
結
果
を
掲
載
し
ま

す
。（
１
位
の
み
）

〇
５
年
男
子
８
０
０
㍍
走

　
瀬
ノ
口
琉
聖（
城
川
内
小
）　
２
分
52
秒

関
西
な
が
し
ま
会
交
流
会

　
関
西
な
が
し
ま
会
で
は
、 

第
18
回
関
西
な

が
し
ま
会
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
長
島
町
か
ら
多
数
の
来
賓
を
迎

え
、故
郷
の
近
況
な
ど
を
語
り
、長
島
特
産
の

焼
酎「
さ
つ
ま
島
美
人
」を
囲
ん
で
参
加
者
の

皆
さ
ん
の
交
流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

年
に
一
度
の
長
島
町
出
身
者
の
集
い
で

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
演
芸
披
露
の
ほ
か
ブ

リ
や
焼
酎
を
は
じ
め
と
す
る
長
島
町
の
特
産

品
が
当
た
る
大
抽
選
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
同
級
生
や
知
人
な
ど
を
お
誘
い
の
上
、ご

参
加
く
だ
さ
い
。

〇
日
時

　
３
月
23
日（
日
）　
午
前
11
時
30
分
～

　
（
受
け
付
け　
午
前
10
時
45
分
～
）

〇
場
所

　
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
５
階
鶴
の
間

　
（
大
阪
府
中
央
区
西
心
斎
橋
１
ー
３
ー
３
）

　
☎
０
６（
６
２
４
４
）１
１
１
１

〇
会
費　

　
１
万
円（
一
人
）

〇
交
通
機
関

　
大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
ま
た
は
長
堀
鶴
見

緑
地
線「
心
斎
橋
駅
」下
車
８
号
出
口
に
直
結

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
関
西
な
が
し
ま
会
事
務
局

　
☎
０
９
０（
７
２
０
９
）３
１
７
６

地
域
お
こ
し
協
力
隊
報
告
会

　
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
当
日
は
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
生
配
信
も
予
定
し
て
い

ま
す
。
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
く
だ
さ

い
。

〇
日
時

　
２
月
26
日（
水
）

　
午
後
６
時
～
８
時
ま
で

〇
場
所

　
マ
ン
ダ
リ
ン
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ　

　
（
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
４
階
）

〇
申
し
込
み

　
会
場
で
の
参
加
に
つ
い
て
は
、事
前
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
入
力
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
地
方
創
生
課
地
方
創
生
係

　
☎（
86
）１
１
０
１［
直
通
］

北
薩
行
政
事
務
組
合
令
和
５

年
度
決
算
状
況

　
北
薩
行
政
事
務
組
合
で
は
、地
方
自
治
法

第
２
４
３
条
の
３
第
１
項
お
よ
び
北
薩
広
域

行
政
事
務
組
合「
財
政
事
情
」の
作
成
な
ら
び

に
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
令
和
５
年

度
決
算
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
北
薩
行
政
事
務
組
合
総
務
課
庶
務
係

　
☎
０
９
９
６（
68
）８
８
５
４

青
年
司
法
書
士
に
よ
る
無
料

相
談
会

　
鹿
児
島
県
青
年
司
法
書
士
会
に
よ
る
相
続

登
記
義
務
化
な
ど
に
関
す
る
無
料
相
談
会
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
同
会
で
は
、更
生
保
護
施
設
お
よ
び
児
童

養
護
施
設
で
の
法
律
教
室
や
養
育
費
お
よ
び

生
活
保
護
に
関
す
る
電
話
相
談
な
ど
、皆
さ

ん
の
権
利
擁
護
の
た
め
、日
々
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

〇
日
時

　
３
月
15
日（
土
）　
午
後
１
時
10
分
～
４
時

〇
場
所

　
町
文
化
ホ
ー
ル（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ル
ー
ム
）

〇
内
容

　
相
続
登
記
義
務
化
、相
続
、遺
言
、借
金
、成

年
後
見
制
度
な
ど

〇
相
談
料　
　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
青
年
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
０（
７
４
４
３
）６
７
０
８

鹿
児
島
県
の
防
災
ア
プ
リ

　
県
で
は
原
子
力
災
害
時
に
円
滑
な
住
民
避

難
を
可
能
と
す
る
た
め
に「
鹿
児
島
県
原
子

力
防
災
ア
プ
リ
」を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
、次
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
自
治
体
か
ら
の
避
難
に
関
す
る
お
知
ら
せ

の
受
信

・
現
在
地
か
ら
最
寄
り
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
に
お
け
る
空
間
放
射
線
量
の
確
認

・
地
域
防
災
計
画
で
定
め
ら
れ
て
い
る
避
難

経
路
の
検
索

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
避
難
所
な
ど
で

の
受
付
登
録　

　
ぜ
ひ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

(

「
鹿
児
島
県
原
子
力
防
災
ア
プ
リ
」で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
原
子
力
安
全
対
策
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
４
３

身
体
障
害
者
補
助
犬

　
補
助
犬
は
、目
や
耳
、手
足
に
障
害
の
あ
る

か
た
を
サ
ポ
ー
ト
す
る｢

盲
導
犬｣｢

聴
導
犬｣｢

介
助
犬｣

の
こ
と
で
、障
害
の
あ
る
か
た
が
自

立
と
社
会
参
加
を
す
る
た
め
の
大
切
な
パ
ー

ト
ナ
ー
で
す
。

　
補
助
犬
は
視
覚
や
聴
覚
、上
下
肢
に
重
度

の
障
害
の
あ
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
訓

練
・
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
は
衛

生
・
行
動
管
理
に
責
任
を
持
っ
て
社
会
参
加

し
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
る
施
設
側
に
は
、

法
律
に
基
づ
き
、補
助
犬
の
同
伴
を
受
け
入

れ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
補
助
犬
を
同
伴
し
て
い
る
か
た
が
お
困
り
の

よ
う
で
あ
れ
ば
、｢

何
か
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う

か
？｣

な
ど
の
声
か
け
や
筆
談
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。

（「
鹿
児
島
県　
補
助
犬
」で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
障
害
福
祉
課
障
害
者
支
援
室

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
４
６

身
障
者
用
駐
車
場
利
用
証
制
度

　
県
身
障
者
用
駐
車
場
利
用
証
制
度
の
表
示
の

あ
る
身
障
者
用
駐
車
場
は
、県
の
発
行
し
た
利
用

証
が
な
い
と
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
車
の
乗
り
降
り
の
た
め
に
ド
ア
を
全
開
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
た
な
ど
、同
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
か
た

が
利
用
で
き
る
よ
う
鹿
児
島
県
身
障
者
用
駐

車
場
利
用
証
制
度
へ
の
協
力
と
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

（「
鹿
児
島
県　
身
障
者
用
駐
車
場
」で
検
索
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
障
害
福
祉
課
障
害
者
支
援
室

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
４
６

ヤ
ン
ケ
ア
ラ
ボ
か
ご
し
ま

　
県
で
は
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
よ
り
気
軽

に
悩
み
や
経
験
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
る
新
た
な
場
所
と
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
サ

ロ
ン（
名
称
：
ヤ
ン
ケ
ア
ラ
ボ
か
ご
し
ま
）を

設
置
し
ま
し
た
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
上
で
相
談
が
あ
っ

た
場
合
は
、必
要
に
応
じ
て
、ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
関
係
機
関
な

ど
と
連
携
の
上
、必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

〇
利
用
対
象
者

　
家
族
の
世
話
を
し
て
い
る
18
未
満
の
子
ど

も
や
大
学
生
ま
た
は
そ
の
家
族

〇
開
催
時
期

　

月
１
回
程
度
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
日
時
決
定
次
第
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
随
時
発
表
。
ま
た
は
、申
込
者（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

登
録
者
）に
は
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
実
施
方
法
な
ど

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
文
字
チ
ャ
ッ
ト
機
能
に
よ
り

実
施
し
ま
す
。

〇
申
込
み
方
法

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト「
ヤ
ン
ケ
ア
Ｌ
ａ

ｂ
か
ご
し
ま
」（ID
＠yclabokago38

）を

と
も
だ
ち
登
録
し
て
い
た
だ
く
と
、申
し
込

み
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）Ｓ
ａ
ａ
・
Ｙ
ａ

　
☎
０
９
０（
１
３
６
７
）０
２
８
４

子
供
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
・
通
報
窓
口

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、県
内
の
中
学
生
お

よ
び
高
校
生
な
ど
を
対
象
に
、悩
み
の
相
談

や
い
じ
め
の
目
撃
情
報
を
、身
近
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
使
っ
て
相
談
・
連
絡
で
き
る
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

・
受
付
時
間　
午
後
５
時
～
９
時
30
分

　
※
土
日
祝
日
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
の
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
通
報(

24
時
間)

　
い
じ
め
に
関
す
る
情
報
な
ど
、友
達
の
こ

と
で
も
自
分
の
こ
と
で
も
24
時
間
い
つ
で
も

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
預

か
っ
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
は
必
要
に
応
じ
て
学
校
へ
届

け
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
学
校
教
育
生
徒
指
導
班

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
５
３
２
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１
月
16
日
、
女
性
の
声
を
町
政
に
反
映
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
た
「
長
島
町
女
性
の
声
を
聴
く

１い
ち
ま
る
い
ち

０
１
の
会
」
を
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
、
各
地
区
や
各
種
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
30
人

の
女
性
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
子
育
て
支

援
に
関
す
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
、「
こ

ん
な
〇
〇
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
な
」
を
参
加
者

全
員
で
書
き
出
し
、
発
表
。「
小
児
科
が
欲
し
い
」

や
「
屋
内
の
遊
び
場
が
欲
し
い
」
な
ど
の
貴
重
な

意
見
が
出
さ
れ
、有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
島
町
女
性
の
声
を
聴
く
１
０
１
の
会

よ
り
良
い
子
育
て
支
援
を

　
１
月
７
日
、
町
内
の
各
集
落
で
鬼
火
た
き
が
あ

り
ま
し
た
。

　
城
川
内
集
落
で
は
、
午
後
２
時
過
ぎ
育
成
会
が

竹
や
ス
ギ
で
組
ま
れ
た
や
ぐ
ら
に
点
火
。
や
ぐ
ら
は

勢
い
よ
く
燃
え
、
竹
が
割
れ
る
爆
発
音
が
辺
り
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。
鬼
火
た
き
は
、
竹
が
割
れ
る
音
や

正
月
飾
り
を
焼
く
こ
と
で
鬼
を
追
い
払
い
、
無
病
息

災
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　
育
成
会
長
の
福
永
敏
秋
さ
ん
は
「
今
年
で
育
成

会
を
卒
業
す
る
。
同
会
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ん
だ
。
今
後
も
鬼
火
た
き
な
ど
に
参
加
し
て
手
伝
っ

て
い
き
た
い
」と
炎
を
見
つ
め
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

町
内
各
地
で
鬼
火
た
き

鬼
を
払
い
、
無
病
息
災
に

　
１
月
21
日
、
城
川
内
小
学
校
（
下
野
由
美
子
校

長
・
70
人
）
で
火
災
避
難
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
命
を
守
る
行
動
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

に
、
全
校
児
童
に
よ
る
避
難
訓
練
や
分
遣
所
職
員

に
よ
る
講
話
、
煙
の
実
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
煙
の
実
体
験
で
は
、
煙
が
充
満
し
た
テ
ン
ト
の

中
に
子
ど
も
た
ち
が
入
り
、
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
押

さ
え
な
が
ら
、
低
い
姿
勢
を
と
る
重
要
さ
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。

　
４
年
生
の
藤
田
聖せ

い
き輝
君
は
「
避
難
訓
練
を
し
た

こ
と
で
実
際
に
火
事
が
起
き
た
場
合
に
備
え
ら
れ

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

城
川
内
小
で
火
災
避
難
訓
練

火
事
に
備
え
て

　
１
月
11
日
、
長
島
の
子
表
彰
式
が
町
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
児
童
生
徒
の

個
性
や
良
さ
を
発
見
し
表
彰
す
る
こ
と
で
、
心
身

と
も
に
健
全
な
子
ど
も
を
地
域
で
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
町
内
の
小
学
６
年
生
89
人
に
賞
状
と

メ
ダ
ル
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
白
濵　
義
さ
ん
（
獅
子
島

小
）
が
「
町
で
認
め
て
も
ら
っ
た
自
分
の
良
さ
に

誇
り
を
持
っ
て
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

長
島
の
子
表
彰
式

自
分
の
良
さ
に
誇
り
を
持
っ
て

た
つ
よ
し
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１
月
25
日
、
第
30
回
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
黎
明
館
講
堂
（
鹿
児
島
市
）

で
行
わ
れ
、
本
町
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
務
め
る
マ
ル
ド
ナ

ド 

・マ
リ
ル
ズ
さ
ん（
城
川
内
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
県
内
在
住
の
外
国
人
に
意
見
を
発
表

す
る
機
会
の
提
供
と
多
文
化
共
生
の
社
会
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
マ
リ
ル
ズ
さ
ん
は
、
町
内
の
手
話
講
座
で
覚
え

た
手
話
を
交
え
て
「
人
生
は
挑
戦
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
」
を
発
表
。
コ
ン
テ
ス
ト
を
終
え
て
「
周

囲
の
支
え
で
コ
ン
テ
ス
ト
を
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
こ
れ
か

ら
も
長
島
で
た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

第
30
回
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

人
生
は
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切

　
１
月
23
日
、
長
島
中
学
校
（
副
田
明
彦
校
長
・

69
人
）
で
１
年
生
を
対
象
に
「
鰤
王
」
を
用
い
た

学
校
料
理
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
ら
が
本
町
特
産
品
で
あ
る
「
鰤
王
」
の
調

理
を
と
お
し
て
地
域
の
食
文
化
を
理
解
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
東
町
漁
業
協
同
組
合
職
員
と
養

殖
業
者
会
会
員
が
共
同
で
講
師
を
務
め
ま
し
た
。 

　
小
場
凛り
ん
な花
さ
ん
は
「
自
分
で
さ
ば
い
た
ブ
リ
は

普
段
と
違
っ
て
美
味
し
か
っ
た
。
さ
ば
く
の
は
、

最
初
は
難
し
か
っ
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
楽
し

か
っ
た
。
家
で
も
さ
ば
い
て
み
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

長
島
中
学
校
で
鰤
王
を
用
い
た
学
校
料
理
教
室

自
分
で
さ
ば
く
「
鰤
王
」

　
２
月
３
日
、
出
水
中
央
家
畜
市
場
で
子
牛
の
初

競
り
が
開
催
さ
れ
、
鹿
児
島
い
ず
み
農
業
協
同
組

合
の
上
宗
光
組
合
長
が
「
近
年
の
畜
産
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
国
に
対
し
て

要
望
活
動
な
ど
で
牛
肉
の
消
費
向
上
を
図
る
。
引

き
続
き
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
去
勢
牛
１
８
３
頭
、
雌
牛
１
３
０

頭
の
計
３
１
３
頭
が
競
り
に
か
け
ら
れ
、
購
買
人

が
次
々
と
落
札
し
ま
し
た
。子
牛
の
最
高
価
格（
税

抜
）
は
90
万
５
千
円
、
１
頭
当
た
り
の
平
均
価
格

は
51
万
円
で
し
た
。　

子
牛
の
初
競
り
開
催

牛
肉
の
消
費
向
上
を
図
る

　
１
月
23
・
24
日
の
２
日
間
、（
公
財
）
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
の
「
防
災
拠
点
の
設
置
お
よ
び
災
害
時
相
互
支
援

体
制
構
築
事
業
」
の
一
環
で
、
重
機
研
修
が
町
内
の

消
防
団
員
や
分
遣
所
職
員
な
ど
を
対
象
に
針
尾
公
園

周
辺
で
開
催
さ
れ
、
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
災
害
発
生
時
に
自
治
体
を
越
え
た
緊

急
対
応
を
行
う
た
め
重
機
や
救
助
艇
操
作
研
修
な

ど
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
研
修
に
参
加
し
た
柏
木
龍
介
さ
ん（
中
央
分
団
）

は
「
重
機
操
作
を
覚
え
ら
れ
て
良
い
研
修
と
な
っ

た
。
災
害
時
に
は
役
立
て
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

Ｂ
＆
Ｇ
災
害
時
相
互
支
援
体
制
構
築

災
害
時
に
役
立
て
た
い
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イヤイヤ期のトリセツ 100 万回死んだねこ

著／ふじこせんせい

子どもが楽しい気分で行動できて
真似しやすい声かけを紹介しま
す。

うっかり覚え違いをした本のタイ
トル。
それがなぜか笑えてしまうので
す。

元
旦
の
若
水
は
男
子
が
汲
む
べ
し
と
言
ひ
た
る
亡つ

ま夫
の
水
が
な
つ
か
し 

過
ぎ
来
し
の
わ
が
九
十
年
の
足
跡
を
し
み
じ
み
語
ら
ふ
山
に
落
つ
日
に

朝
明
け
の
黄
な
る
光
に
轢ひ

か
れ
ゐ
る
獣
を
つ
つ
く
数
羽
の
鴉
か
ら
す

渡
船
場
に
県
外
ナ
ン
バ
ー
十
二
月

枯
葉
散
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
似
合
ふ
狭
庭
か
な

城
跡
の
枯
葉
ち
り
ぢ
り
武
者
返
し

子
牛
呼
ぶ
鳴
き
声
遠
く
十
二
月

冬
の
日
の
野
良
の
三
時
は
短
か
け
れ

湯
気
ま
と
ふ
蔵
人
達
や
十
二
月

冬
日
向
は
や
め
に
煮
炊
き
の
支
度
す
る

沸
く
ま
で
の
水
の
重
た
き
十
二
月

離
れ
子
の
音
信
が
増
ゆ
十
二
月

う
た
せ
舟
白
き
帆
を
張
る
冬
の
海

枯
れ
葉
散
る
公
園
駆
け
る
園
児
か
な

淵
脇
　
　
護

白
男
川
孝
仁

迫
口
　
君
代

大
堂
　
早
苗

二
階
堂
妙
子

関
　
佳
代
美

山
嵜
加
代
子

二
階
堂
恵
子

関
　
喜
久
雄

坂
口
　
　
子

大
堂
　
正
弘

小
林 

　
貢

小
林
如
月

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

町
田
末
則

母
木
良
平

川
島
輝
文

宗
方
正
喜

坂
之
下
典
子

中
山
タ
マ
エ

米
尾
和
子

ま
だ
暗
い
弟
二
人
連
れ
て
乗
る
年
賀
う
れ
し
や
バ
ス
は
汐
見
へ

羽
根
つ
き
や
凧
揚
げ
駒
も
今
は
無
く
正
月
な
れ
ど
年
は
明
け
初そ

む

あ
た
た
か
な
冬
木
影
落
ち
こ
の
丘
の
枯
生
に
群
れ
て
福
寿
草
咲
く 

日
没
に
森
へ
と
急
ぐ
群
れ
鴉
窓
に
一
瞬
の
影
を
引
き
つ
つ

正し
ょ
う
が
つ
月
か
又ま
た
と
し年
な
の
か
喜
よ
ろ
こ
ば
ぬ
命
い
の
ち
な
ん何
だ
よ
気き

に
な
る
事こ
と

だ

幼
き
に
母
と
歩
き
し
夕
焼
け
の
飛
行
場
跡
ど
こ
ま
で
も
空

早
い
も
の
三
十
一
字
二
年
目
へ
下
手
の
横
好
き
家
族
が
笑
う

デ
イ
ケ
ア
の
ゲ
ー
ム
た
の
し
く
お
わ
る
冬

著／福井県立図書館	



編
集
後
記

▽
保
育
園
に
通
う
娘
の
凧

揚
げ
大
会
が
１
月
の
は
じ

め
に
あ
り
ま
し
た
。
１
週

間
ほ
ど
前
に
買
っ
た
凧
を

揚
げ
た
く
て
う
ず
う
ず
し

て
い
た
娘
は
、
当
日
大
興

奮
で
凧
を
揚
げ
て
い
ま
し

た
。
私
も
久
し
ぶ
り
で
楽

し
か
っ
た
で
す
。
20
分
ほ

ど
す
る
と
娘
は
飽
き
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
、
友
だ
ち

と
追
い
か
け
っ
こ
を
し
て

い
ま
し
た
。

▽
子
牛
の
初
競
り
に
初
め

て
行
き
ま
し
た
。
３
０
０

頭
を
超
え
る
牛
を
見
る
の

も
初
め
て
で
な
か
な
か
の

迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。
歩

い
て
い
る
牛
を
撮
っ
て
み

ま
し
た
が
、
少
し
怖
か
っ

た
で
す
。　

大
西　
洋
介
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個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

◆
訂
正
と
お
詫
び
◆

　
「
広
報
な
が
し
ま
」
１
月
号
15

ペ
ー
ジ
「
ま
ち
の
話
題
」
の
記
事

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
宮
瀬
璃
空
（
平
尾
小
５
年
）

（
正
）
宮
瀬
璃
空
（
平
尾
小
６
年
）

訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
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2025年2月14日金曜日 発行

劇団四季劇団四季
ファミリーミュージカルファミリーミュージカル
 「ふたりのロッテ」 「ふたりのロッテ」
　劇団四季ファミリーミュージカル 「ふたりのロッテ」を次のとおり
開演します。

【日時】【日時】
・３月20日 （木・祝）
・午後４時45分開場
・午後５時30分開演
【場所】【場所】
　長島町文化ホール

【入場料】【入場料】
・Ｓ席　5,000円 

（中学生以下3,000円）
・Ａ席　2,800円

（中学生以下1,800円）

問い合わせ先
町教育員会社会教育課文化係　　

　☎ （88）6500［直通］

～海を渡る新スタイルフェスティバル～～海を渡る新スタイルフェスティバル～
キビルフェス開催キビルフェス開催
　海を渡る新スタイルのフェスティバル。
　長島と牛深の両サイドで行われるステージやマルシェをお楽しみ
ください。

【日時】【日時】
　３月１６日 （日）
　午前10時～午後４時

【場所】【場所】
　・長島会場
　　【蔵之元漁港 （特設会場）】
　・牛深会場　
　　【うしぶか海彩館 （イベント会場）】　

【主催】【主催】
　キビルフェス実行委員会



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０２５３

７ ８２ ６

１４９ １２ １３

２１ ２２１６ １７ １９ ２０

１１

４３

１８

１０

１

５

２３ ２４ ２５

１５

２７

２/26 ２/27 ２/28２/25２/24２/23

２６ ２８ ２９

３０ ３１

　　　　　　　　　

〇平尾診療所 88-2595
〇さくら通りクリニック 62-2311
〇阿久根眼科 72-0040
〇福田クリニック 79-3775
□さくらんぼ薬局　68-7000
□高松薬局 73-4022
□かしま薬局 63-3970
◇こどもクリニック永松 64-1500

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

　 　　

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　　　　　

（獅子島）
◎乳児健診

（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇長島クリニック 88-6405
〇わかすぎ皮フ科クリニック 64-1313
〇脇本病院 75-2121
〇福田クリニック 79-3775
□オレンジ薬局 79-3972
□三文字薬局 75-0073
□さすえ薬局 88-6011
□会営薬局 64-8280
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
◎３歳６カ月健診　　　
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■燃やせるごみ（獅子島）

〇鷹巣診療所 86-0054
〇荘記念病院 82-3113
〇林胃腸科外科 73-3639
〇福田クリニック 79-3775
□しもずる薬局 64-2211
□会営薬局阿久根店 72-5060
□長島調剤薬局 64-5555
□すくすく薬局 72-5010
◇しみずこども医院 68-0633

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）
◎母子相談（２カ月）◎母子相談（２カ月）
　　（　　（保健福祉センター））

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

〇友愛クリニック 64-2101
〇植村整形外科 72-1041

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　
　　　　　　　（獅子島）
◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■燃やせるごみ（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇鷹巣診療所 86-0054
〇東医院 67-1861
〇有村産婦人科・内科 73-4180
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611

〇つかさとクリニック 67-5560
〇内山病院 73-1551
〇福田クリニック 79-3775
◇にのみやこどもクリニック 62-0167

祝日には、国旗を掲げましょう！
３月 20日は、春分の日です。
自然をたたえ、生物をいつくしむことを趣旨としています。
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